
ご劉ください人権講演会撃　　砕 
●とき12月8日（金）午後7時～9時 ●ところ遠賀町中央公民館大ホール 

譜露二誤詰教育摘貝　霜 
1944年久留米市に生まれ育ったフォークシンガー。「優しさ」「触れ合い」 

などをテーマにしたオリジナル曲が約300。教育、社会問題なども語るコン 

∴：∴∴∴●∴，∴：　∴∴∴　　　リ 

∴∴ ∴∴ 　　人権適時∴1拍車白＼彊摘忠泰で 

／／二人ひとりの人格が尊ばれ、人権が尊重／きれる社会でなげ和ぎ夢経年窪は、憲法でも明 

ら／、かにされているところです。／＼しか巧から〔演奏には同和地離農欝蜘なること、また居 

∴冶していたことを理由肇購、就職奪出際／し；榛と／して動転象／料終観ない状況にあり 
ます。特に、一部の県民や事業者が部落董別＼を目的とした頚盃を行い詰ま領事依頼するなどの 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴∴ 

差別事象が発生しています。 

／今年の人権週間では／、部落差別を目的とし辛身元調査など悪質な湖南為の根絶を訴え、い 

まだ部落差部こ、ようて苦しんでいる人々の思いや痛みを県民一人ひとりが理解し、同和問題を 

自分の問題をして考え、お互いに柏手を認め合い、共に助けあって生きる人権尊重の社会の芙 
／現を訴える内容としています。 

◇街頭啓発 ン遠賀 



くらしの

役場293－1234

年末・年始の
交通安全運動

何かとあわただしい年の暮れ、

この時期は日暮れが一層早くな

り、雪や寒さのために交通環暁も

変わるなどして、交通事故の危険

性も増大します。

家族一人ひとりが無事故で年末

を過ごし、笑顔で新年を迎えられ

るよう、交通安全を確認しあい、

交通事故の防止に努めましょう。

●期間　平成7年12月11日（月）

一平成8年1月10日（水）

●連動の重点

①飲酒運転を追放しよう

②暴走族を追放しよう

（Dシートベルトの着用を徹底しよ

っ

※安全と円滑を妨げる違法＆迷惑

駐車をやめましょう

（㌻

l　＿農∴十 ／＼緊※＼ 

、芋茎三寒桑表　　　　一等、／i勇 　　　　　　∴∴∴ 

∵∴ ＼一一一〇 

戸
籍
手
数
料
が

改
定
さ
れ
ま
す

1
0
月
1
8
日
に
戸
籍
手
数
料
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
平
成
8
年
1
月
1
日

か
ら
戸
籍
手
数
料
が
次
の
と
お
り
改
定

さ
れ
ま
す
。

①
戸
籍
の
謄
抄
本
　
（
一
通
）

現
四
〇
〇
円
－
四
五
〇
円

②
除
籍
の
謄
抄
本
（
一
通
）

現
七
〇
〇
円
－
七
五
〇
円

③
戸
籍
に
記
載
し
た
事
項
に
関
す
る
証

明
（
証
明
事
項
一
件
）

現
三
〇
〇
円
－
三
五
〇
円

④
除
籍
に
記
載
し
た
事
項
に
関
す
る
証

明
（
証
明
事
項
一
件
）

現
四
〇
〇
円
－
四
五
〇
円

⑨
届
出
・
申
請
の
受
理
又
は
届
出
そ
の

他
の
書
類
の
記
載
事
項
の
証
明
書

〓通）

現
三
〇
〇
円
－
三
五
〇
円

⑥
上
貸
紙
を
用
い
た
受
理
証
明
書
〔
婚

姻
・
競
婚
・
養
子
縁
組
・
養
子
寵
縁

又
は
認
知
の
届
出
〕
　
〓
通
）

現
一
、
三
〇
〇
円
－
一
、
四
〇
〇
円

⑦
届
書
そ
の
他
の
閲
覧
（
書
類
一
件
）

現
三
〇
〇
円
－
三
五
〇
円

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
住
民
係
ま
で

今
年
度
最
後
の
大
腸
が

ん
検
診
が
あ
り
ま
す
。

●
と
き
　
1
2
月
8
日
　
（
金
）
受
付
＝
午

前
9
時
－
1
0
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
者
　
4
0
歳
以
上
の
町
民
（
今
年

度
4
0
歳
に
な
る
人
を
含
む
）

●
料
金
　
五
百
円
　
（
検
診
日
に
徴
収
）

●
申
し
込
み
　
検
診
日
前
日
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4
　
保
健
衛

生
係
ま
で

●
検
診
の
内
容
　
問
診
、
便
を
と
る
容

器
の
配
付
（
容
器
は
後
日
、
保
健
衛

生
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

●
そ
の
他
　
検
診
日
に
は
健
康
手
帳
と

料
金
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

妊
婦
相
談が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
1
2
月
4
日
　
（
月
）
午
後
1
時

3
0
分
－
3
時
3
0
分
　
（
受
付
＝
午
後
1

時
2
0
分
－
1
時
0
0
分
）

●
と
こ
ろ
　
役
場
保
健
室

●
内
容
　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
、
産

前
・
産
後
の
知
識
、
妊
婦
体
操
と
お

産
の
補
助
動
作

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
印
鑑
　
（
母
子
健

康
手
帳
の
受
領
者
の
み
）

●
料
金
　
無
料

乳
児
相
談が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
1
2
月
5
日
　
（
火
）
　
午
前
9
時

0
0
分
～
1
0
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
対
象
　
生
後
3
か
月
～
1
歳
未
満
児

●
内
容
　
身
長
・
体
重
計
測
、
保
健
婦

に
よ
る
保
健
指
導
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

1
歳
半
健
康
珍
重

が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
1
2
月
1
4
日
　
（
木
）
　
午
後
1

時
1
0
分
～
1
時
4
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
6
年
4
月
か
ら
6
月
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

健
診
票
　
（
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
）

●
内
容
　
身
体
測
定
、
小
児
科
医
・
歯

科
医
に
よ
る
診
察
、
保
健
婦
に
よ
る

保
健
指
導
な
ど

●
料
金
　
無
料

※
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し
ま
す

1
2
月
3
日
か
ら
1
2
月
9

日
ま
で
は
、
「
障
害
者

週
間
」
で
す
。

国
連
は
、
平
成
4
年
に
1
2
月
3
日
を

「
国
際
障
害
者
デ
ー
」
と
宣
言
し
、
ま

た
政
府
は
平
成
5
年
に
障
害
者
基
本
法

を
制
定
し
、
そ
の
中
で
1
2
月
9
日
を
「
障

害
者
の
日
」
と
制
定
し
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
毎
年
こ
の
二
つ
の
日
を

記
念
し
て
、
障
害
者
自
ら
の
自
立
と
社

会
参
加
へ
の
意
欲
と
国
民
一
人
ひ
と
り

の
障
害
者
問
題
に
対
す
る
理
解
と
認
識

を
よ
り
一
層
促
進
す
る
た
め
の
啓
発
週

間
と
し
て
、
「
障
害
者
週
間
」
が
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
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自
分
の
年
金
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

年
金
制
度
で
分
か
ら
な
い
こ
と
や
知

り
た
い
こ
と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談

を
受
け
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

●
と
き
　
日
月
5
0
日
　
（
木
）
午
前
1
0
時

～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
役
場
第
三
会
議
室

●
相
談
員
　
八
幡
社
会
保
険
事
務
所
職

員
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
国
保
年
金
係

福
岡
県
及
び
看
護
協
会
は
、
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
を
さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
求
人
求
職
情
報
及
び
最
新
の

医
療
、
看
護
情
報
の
提
供
等
再
就
業
移

動
相
談
を
下
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
（
士
）
、

准
看
護
婦
（
士
）
　
の
資
格
を
お
持
ち
で

現
在
看
護
の
現
場
を
離
れ
て
い
る
人

は
、
ど
う
ぞ
就
業
の
相
談
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
非
常
勤
、
パ
ー
ト
、
正
職
員

と
働
く
形
態
に
あ
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の

求
人
デ
ー
タ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
あ

な
た
の
職
場
復
帰
が
、
こ
れ
か
ら
の
高

齢
化
社
会
を
支
え
る
力
に
な
り
ま
す
。

●
と
き
　
1
2
月
1
3
日
　
（
水
）
午
前
1
0
時

か
ら
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
小
倉
北
保
健
所
（
北
九
州

市
小
倉
北
区
大
門
一
－
六
－
四
人
）

℡
　
（
5
1
1
）
　
0
5
2
2

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
看
護
協
会

か
0
9
2
　
（
1
1
4
）
　
5
2
0
3

福
岡
県
技
能
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
l
こ
出
か
け
ま

せ
ん
か

●
と
き
　
1
2
月
9
日
　
（
土
）
　
午
前
9
時

0
0
分
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
　
北
九
州
市
若
松
区
大
字
蛮
性

一
七
二
八
－
一
（
市
営
バ
ス
原
寧
日

バ
ス
停
前
）

●
内
容
　
ふ
れ
あ
い
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

訓
練
生
作
品
展
示
、
年
賀
状
無
料
印

刷
、
記
念
講
演
「
人
に
好
か
れ
る
話

し
方
」
ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
み
の
栗
田

蕾
成
さ
ん
、
作
品
即
売
会
な
ど

※
問
い
合
わ
せ
　
℡
　
（
1
4
1
）
　
5
4

3
1
　
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校福
岡
県
合
同
会
社
面
談

会
が
あ
り
ま
す
。

大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
修
学
校
等

を
平
成
8
年
3
月
卒
業
見
込
の
人
及
び

平
成
1
年
3
月
卒
業
の
未
就
職
者
と
地

元
企
業
が
個
別
面
談
で
き
る
「
福
岡
県

合
同
会
社
面
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

福
岡
県
内
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
学
生

の
皆
さ
ん
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
北
九
州
会
場
〕

●
と
き
　
日
月
2
9
日
　
（
水
）
午
後
1
2
時

0
0
分
～
5
時
（
受
付
開
始
1
2
時
）

●
と
こ
ろ
　
西
日
本
総
合
展
示
場
　
（
北

九
州
市
小
倉
北
区
浅
野
三
丁
目
七
－

一
）

●
対
象
者
　
平
成
8
年
3
月
卒
業
予
定

の
大
学
生
等
　
（
平
成
1
年
3
月
卒
業

の
未
就
職
者
を
含
む
）

●
参
加
企
業
数
　
約
五
十
社

※
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
労
働
部
職
業

安
定
課
若
年
者
雇
用
対
策
係

℡

0

9

2

　

（

6

5

1

）

　

1

1

1

1

就
業
希
望
の
女
性
が
対
象

技
術
講
習
会
へ
ど
う
ぞ

●
科
目
　
パ
ソ
コ
ン

●
定
員
　
二
十
人

●
講
習
期
間
　
平
成
8
年
1
月
2
9
日
か

ら
3
月
1
8
日
ま
で
の
午
前
1
0
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で
　
（
お
も
に
毎
週
月
・

水
・
金
曜
日
）

●
受
講
料
∴
無
料
　
（
た
だ
し
教
材
費
は

受
講
者
負
担
）

●
霜
習
会
場
　
北
九
州
市
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
（
北
九
州
市
八
幡
東
区

大
蔵
二
丁
目
一
三
－
七
）

●
申
込
方
法
　
1
2
月
4
日
、
6
日
の
午

前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
　
「
福
岡
県
女

性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所
」

℡
0
9
4
8
　
（
2
3
）
　
4
1
5
6

暮
ら
し
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

足
に
合
う
靴
を
選
ぶ

靴
が
足
に
合
わ
ず
に
、
痛
い
思
い
や
靴

ず
れ
が
で
き
た
経
験
を
し
た
人
も
多
い

で
し
ょ
う
。
で
は
、
足
に
合
う
靴
は
、
ど

う
や
っ
て
選
べ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
手
で
中
底
を
触
っ
て
み
ま
す
。

足
の
裏
が
直
接
当
た
る
靴
の
中
底
に
、

し
わ
や
凹
凸
が
あ
る
も
の
は
、
足
を
疲

れ
さ
せ
ま
す
の
で
避
け
た
ほ
う
が
い
い

で
し
ょ
う
。
次
に
、
靴
を
床
に
置
い
て

く
だ
さ
い
。
か
か
と
の
部
分
が
し
っ
か

り
と
地
面
に
つ
い
て
い
る
靴
が
、
バ
ラ

ン
ス
も
安
定
感
も
い
い
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
女
性
の
履
く
ヒ
ー
ル
は
、
か
か
と

の
接
地
面
積
が
小
さ
い
の
で
、
安
定
が

悪
け
れ
ば
、
履
き
心
地
は
も
ち
ろ
ん
、

足
が
疲
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
靴
を
選

ぶ
と
き
は
、
特
に
バ
ラ
ン
ス
や
安
定
感

を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

靴
の
先
を
指
で
押
す
の
も
、
チ
ェ
ッ

ク
法
の
一
つ
で
す
。
草
が
厚
く
て
弾
力

性
の
な
い
靴
や
、
逆
に
革
が
薄
く
て
反

発
力
の
な
い
靴
も
、
足
が
疲
れ
や
す
く

な
る
と
い
え
ま
す
。

次
に
靴
と
足
の
大
き
さ
が
合
っ
て
い

る
か
ど
う
か
の
見
分
け
方
で
す
。
実
際

に
靴
を
履
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
靴
の
中

で
指
が
動
か
な
か
っ
た
り
、
親
指
の
つ

め
が
強
く
当
た
る
靴
は
、
ど
ん
な
に
気
に

入
っ
た
デ
ザ
イ
ン
で
も
避
け
る
べ
き
で

す
。
さ
ら
に
、
足
の
指
先
を
つ
ま
先
一
杯

に
押
し
込
み
ま
す
。
こ
の
と
き
一
本
の

ボ
ー
ル
ペ
ン
が
、
か
か
と
の
部
分
に
挟

ま
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
合
格
で
す
。

で
は
、
床
を
歩
い
て
く
だ
さ
い
。
立

ち
止
ま
っ
て
両
足
で
か
か
と
立
ち
や
、

つ
ま
先
立
ち
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

し
ゃ
が
ん
だ
り
、
足
を
開
閉
し
た
り
な

ど
も
し
で
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、

靴
が
足
に
当
た
ら
な
い
か
、
靴
の
中
で

足
が
滑
ら
な
い
が
の
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。

見
て
触
り
、
履
い
て
歩
く
　
－
　
ぜ
ひ
実

践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
靴
は
夕
方
に
選
び
ま

し
ょ
う
。
朝
と
夕
方
と
で
は
、
足
の
大

き
さ
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
か
ら
で

す
。
朝
に
選
ん
だ
靴
は
、
午
後
に
は
き

つ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

醒
憶



で　円　絞　　ま　十　れ　に　後　長配構 �������� 、部　規一　す　五　る　約　円　七　置　成　豊 ����� �音 

六　は模号。浩　三　二項十　に　さ　前 ����� � � 
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で証ませ些」∴∴講評許諾こ 
豊前坊古墳群現地説明会 ��口 ：「： ま模貞しのえな 

●とき12月3日（日）午 前10時一五年（雨天の場 合は12月10日） 

●ところ上別府字富家の 現地（地図をご覧くださ ���2号墳　経塚　　1号項　0　　30m 　　　　　　　」＿－＿＿一一＿」 
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て
墳
丘
を
整
形
し
た
前
方
後
円
墳
で

す
。
後
円
都
は
直
径
上
九
品
、
高
さ
三

信
ほ
ど
に
復
元
さ
れ
ま
す
が
、
蛍
石
も

な
く
小
規
模
で
、
一
号
境
よ
り
見
劣
り

す
る
の
は
否
め
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
図
一
の
よ
う
に
一
号
境
と

二
号
項
が
一
部
で
重
複
し
て
お
り
、
こ

の
事
例
が
最
も
重
要
な
点
で
あ
り
、
古

墳
蕗
調
査
の
成
果
で
も
あ
り
ま
す
。

何
ゆ
え
に
重
複
し
た
の
で
し
ょ
う

丘
陵
頂
部
が
狭
い
な
ど
の
自
然
地

が
第
一
の
理
由
に
挙
げ
ら
れ
ま
す

い
時
期
の
古
墳
は
高
所
に
造
ら
れ

が
一
般
的
で
、
狭
い
場
所
に
造
っ

も
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
こ
と
で
あ
っ

推
測
さ
れ
ま
す
。

一
号
項
を
約
十
㍍
西
に
移
す
と
一

常
識
を
覆
す

前
方
後
円
墳
同
士
の
重
複

墳
丘
が
壊
れ
や
す
い
状
態
に
な
り

後
円
部
の
大
半
が
盛
土
と
な
り

軸
を
南
北
に
す
れ
ば
用
地
は
十

古
墳
は
、
墳
丘
の
形
や
規
模
に
よ
っ

て
、
葬
ら
れ
た
人
　
（
被
葬
者
）
　
の
階
層

を
示
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
方
後
円

墳
は
、
最
上
位
の
形
で
、
首
長
屈
の

墓
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
七
を
盛
り
上

げ
た
り
、
周
囲
に
溝
を
め
ぐ
ら
せ
た
り

眺
め
る
側
の
景
観
を
重
視
し
た
の

は
な
ら
な
い
制
約
が
あ
っ
た
の
で
し

し
ょ
、
つ
。


